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早期に確立する目的で、「Breaking the Biological 
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①SELENE：SELenological and ENgineering Explorer
② VRAD：VLBI RADio source（超長基線干渉計の電波源）
③LPRP：Lunar Precursor Robotic Program
Illustrated by JAXA
SELENEの外観
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び VICS 注１）（Vehicle Information 
Communication System： 道 路
交通情報通信システム）の普及
が進み、2001 年からは ETC注２）




2,200 万台、VICS は 1,500 万台を
超える市場となっている。ETCは、
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図表 12　 自動車の走行速度と燃料消費量の関係 18）
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図表 13　セカンドステージ ITS の概念
参考文献 19）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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秬  現行の通信方式 秡  今後予定されている通信方式
参考文献 21）を基に科学技術動向研究センターにて作成
図表 16　通信方式の分類

















通信エリア ～30ｍ 約 3.5 ｍ ～ 70ｍ 半径 10～ 50km
周波数 5.8GHz 赤外線 2.5GHz 80MHz
通信速度／伝送
容量（理論値）
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図表 22　スウェーデンの信号同期速度制御システム「Green Wave System」
出典：参考文献 30）
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慮 し た、「LOHAS（Lifestyles of 





























約 4.2 万 km程度だが、プローブ
























合計は 1,300 万ｔ‐CO2 と試算さ
れる。我が国の京都議定書目標達
成計画において、運輸部門全体で
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特定非営利活動法人 ITS Japan 小
出公平常務理事、譛日本自動車研















02）  WHO ,“Wor l d  r e p o r t  o n  
road traffic injury prevention: 
summary”：http://www.who.int/
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infomaterials/world_report/en/
summary_en_rev.pdf




































12）  技術研究組合 走行支援道路シス
テム開発機構ホームページ：
  h t t p : / /www . a h s r a . o r . j p /
whats_ahs/02/index.html
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摩擦抵抗低減を目指した乱流制御の研究動向
図表４　スーパーコンピュータの能力向上による理論と実験との整合状況



















































蘆  Intel アーキテクチャベ
ースのLinux クラスタ／
グリッド（世界中）
蘆  DNS メモリ規模：10GB
～ 1TB
蘆 レイノルズ数Reτ＝ 1000 ～ 2000 でのチャネル乱流のDNSが
試みられる。
Del Alamo et al.、2004、
スペイン・マドリッド工科大
岩本 et al.、2005、東大


















































の寸法は 0.001 ～ 10mm、応答時
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